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短報

富山県大沢野町産ナガレヒキガエルについて

南部久男

富山市科学文化センター

富山県では記録の少ないナガレヒキガエル

が本種の分布の東限地を更新する大沢野町で

確認されたので簡単に報告する。

同定いただいた京都大学松井正文博士に厚

くお礼申し上げます。

ヒキガエル科Bufonidae

ナガレヒキガエルBz"オ0γ花""“〃

MMArsuI

標本：TOYA－Am－36（図1）（富山市科学文

化センター両生類標本登録資料番号)。

オス，体長86.3mm，鼓膜長径（左）

2．5mm・

採集地：富山県大沢野町御前山（標高350m〉

採集年月日：1980年10月7日

採集者：南部久男

備考：夜間に林道上で採集したもので，同時

にアズマヒキガエルB､血加"jc"s/b鉾

〃zOs妬12個体採集された。

本種は1976年に新種記載されたヒキガエル

で本州の近畿地方及び中部地方西域の山地に

生息し，富山県，石川県，福井県，岐阜県，

図： 大沢野町産ナガレヒキガエルBUfbto〃emco/a

(TOYA-Am-36,3,86.3mm）
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滋賀県，京都府，奈良県，三重県，和歌山県

の一府八県に分布する(MATsuI，1976,1980,

1984；南部，1980)。

富山県はナガレヒキガエルの東限地である

が，本県及び県境付近の生息地は，石川県金

沢市森本川上流，富山県城端町山田川源流，

同八尾町白木峰の標高500mを越す山地から

知られているにすぎない(南部,1980；図2）。

今回確認された大沢野前御前山は県内では最

も標高の低い生息地であり，富山県東部の山

岳地帯からは現在のところ確認されておらずウ

今回の生息地は分布の東限にあたる（図2)。
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富山県及び県境付近におけるナガレヒキガエ

ルの既知産地及び新産地（南部，’980より作

成)。｜，石川県森本川上流(標高550m）：2
富山県城端町山田川源流(750m）：3．八尾町

白木峰('560m）：4．大沢野町御前山(350m)．


